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審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、「Study on Aquatic Coastal Ecosystem Management in Tropical and Temperate Areas Using 
Microbiological Function Measurement Approaches」と題し、沿岸生態系の底泥や水柱に生息する微生物群
集の構造や機能測定から、持続的な沿岸生態系管理手法の構築に資する科学的知見を集積することを目
的に実施された。 
 著者はタイプの異なる2つの気候区の代表的な沿岸生態系（熱帯のマングローブ林、温帯の内湾）を調
査対象に選定し、マングローブ林の持続的管理に必要な底泥中の窒素循環、湾内での石油流出事故に対
応する炭化水素分解、に関して微生物群集の構造や機能測定を物理化学的環境因子測定と組み合わせて
研究を実施している。この手法は斬新であり、今後の研究発展が大いに期待できるものである。調査研
究の結果、著者は、マングローブ林内環境の違いが窒素固定速度、微生物群集の構造や底泥内垂直分布
に大きな影響を与えること、内湾水中での炭化水素分解は栄養塩濃度よりも水温の違いが大きな影響を
与え、低水温時期は微生物によるバイオスティミュレーションが難しいこと、などの新規知見を多く得
ている。これらの結果は、将来的に持続可能な沿岸生態系の維持管理施策を策定する際に重要な知見を
提供するものである。微生物群集の構造や機能を定量的に測定し、沿岸生態系管理の指標として用いる
ことを目的に実施され得られた本研究の一連の成果は、科学的のみならず社会的にも意義の大きいもの
と判断できる。 
 平成30年7月19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
